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問
　
平
日
な
ど
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
集
団
接
種
予
約
枠
を
増
や

し
た
が
、
予
約
が
埋
ま
ら
な
い

日
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
接
種
券
と
予
診
票
が
あ
れ

ば
、
予
約
な
し
で
も
受
付
で
き

な
い
か
見
解
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
予
約
な
し
で
来
ら
れ

る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
た

め
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問
　
受
験
生
の
優
先
接
種
を
希

望
す
る
声
が
あ
る
。
夏
休
み
中

に
は
接
種
を
完
了
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
思
う
。
優
先
枠
を

つ
く
る
考
え
は
な
い
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
若
年
層
へ
の
接
種
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
。
現
段
階
で
は
近
隣
市
の

動
向
な
ど
も
踏
ま
え
決
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
当
初
予
算
に
計
上
し

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど

で
実
施
で
き
な
い
事
業
が
多

く
、
不
用
額
が
例
年
よ
り
15
億

円
ほ
ど
多
い
と
の
事
だ
が
、
こ

の
活
用
に
つ
い
て
、
庁
内
で
情

報
共
有
を
図
り
、
使
途
に
つ
い

て
建
設
的
な
議
論
を
行
な
う
場

は
あ
る
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
専
門
の
組
織

は
な
い
が
、
会
計
課
や
財
政
課

と
担
当
課
で
執
行
状
況
を
見
極

め
判
断
し
て
お
り
、
実
態
的
な

情
報
共
有
、
意
思
疎
通
は
常
に

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生
活
困
窮

や
虐
待
な
ど
で
生
理
用
品
が
手

に
入
ら
な
い
「
生
理
の
貧
困
」

が
顕
在
化
し
た
。
災
害
備
蓄
品

の
生
理
用
品
も
食
品
同
様
、
定

期
的
に
更
新
し
必
要
な
人
に
配

布
す
る
な
ど
、
有
効
活
用
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
今
後
は
生
理
用
品

を
含
む
衛
生
用
品
な
ど
に
つ
い

て
も
、
有
効
活
用
や
適
切
な
入

れ
替
え
を
備
蓄
計
画
に
盛
り
込

み
更
新
し
て
い
く
。
配
布
は
、

準
備
が
整
え
ば
６
月
中
の
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
家

族
に
代
わ
り
、
年
齢
や
成
長
の

度
合
い
に
見
合
わ
な
い
重
い
責

任
を
背
負
う
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
の
支
援
に
つ
い
て
、
早

期
発
見
に
向
け
た
現
状
の
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

副
市
長
　
早
期
発
見
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
実
態
把
握
を
進
め
る
。

ま
た
発
見
後
の
支
援
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
情
報
共
有
と
役

割
分
担
の
明
確
化
を
図
り
、
支

援
体
制
を
整
え
て
い
く
。

問
　
女
性
に
寄
り
添
っ
た
自
立

支
援
の
推
進
に
は
、
分
か
り
や

す
く
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

を
図
れ
る
「
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

設
置
は
先
進
事
例
を
研
究
す

る
。
相
談
窓
口
の
情
報
を
分
か

り
や
す
く
周
知
す
る
方
法
も
検

討
し
丁
寧
な
相
談
に
努
め
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
奨
学
金
の
返

還
が
困
難
な
若
者
の
声
を
受

け
、
国
が
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
を
拡
充
し
た
。
本
市
企
業
へ

の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
商
工
会
議
所

と
も
連
携
し
、
市
内
企
業
へ
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

公
明
ひ
ら
つ
か

感
染
症
対
策
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
孤
立
・
孤
独
対
策
に
つ
い
て

石
田 

美
雪 

議
員

公明ひらつか 所 属 議 員

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

の
選
択
に
つ
な
が
る
よ
う
、
心

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
行
動
の
分
析

を
行
う
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
継
続

未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
が

き
の
文
面
の
工
夫
や
、
受
診
期

間
を
短
縮
し
、
締
め
切
り
効
果

に
よ
る
受
診
行
動
へ
の
働
き
掛

け
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、
以

前
よ
り
受
診
時
期
が
早
ま
る
な

ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。
今
後
も

特
定
健
診
受
診
率
向
上
を
中
心

に
、
他
事
業
へ
も
ナ
ッ
ジ
理
論

を
応
用
し
て
い
く
。

実
効
的
な
防
災
対
策
を

問
　
４
月
に
改
正
さ
れ
た
災
害

対
策
基
本
法
で
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
対
策
と
し
て
個
別
避

難
計
画
の
作
成
が
市
町
村
の
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
新
制
度
の
理
解
促
進
に

軸
足
を
置
き
、
地
域
関
係
者
に

対
し
て
制
度
の
主
旨
や
共
助
の

重
要
性
、
取
り
組
み
方
な
ど
に

つ
い
て
、
地
域
へ
出
向
き
意
見

交
換
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
要
配
慮
者
利
用
施
設
が
作

成
す
る
避
難
確
保
計
画
に
つ
い

て
、
各
施
設
へ
の
作
成
支
援
と

避
難
の
実
効
性
確
保
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

市
長
　
各
施
設
に
説
明
や
相
談

を
積
極
的
に
行
い
、
計
画
作
成

の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
計
画

に
基
づ
く
避
難
訓
練
が
施
設
管

理
者
な
ど
の
義
務
と
さ
れ
た
た

め
、
訓
練
実
施
状
況
の
把
握
や

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を

秋
澤 

雅
久 

議
員

上野 仁志 議員 鈴木 晴男 議員

個
別
相
談
な
ど
に
よ
り
、
避
難

の
実
効
性
向
上
を
図
る
。

問
　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
状
況
や
、
策
定
支
援

の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
多
く
の
介
護
施
設
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
至
っ
て
い
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
早
期
の

策
定
へ
向
け
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
活
用
促
進
を
図
る
な
ど

の
必
要
な
支
援
を
行
い
、
高
齢

者
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努

め
る
。

問
　
中
小
企
業
が
災
害
な
ど
か

ら
早
期
復
旧
す
る
た
め
の
「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
認
定

制
度
を
国
が
創
設
し
た
。
本
市

は
市
内
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
長
　
金
融
総
合
案
内
窓
口
で

実
施
し
て
い
る
経
営
相
談
の
中

で
、
計
画
策
定
へ
の
助
言
な
ど

に
加
え
て
、
計
画
を
策
定
し
た

事
業
者
に
対
し
て
「
企
業
立
地

促
進
補
助
金
」
や
「
中
小
企
業

設
備
投
資
促
進
助
成
金
」
な
ど

を
上
乗
せ
し
、
市
内
事
業
者
を

後
押
し
し
て
い
る
。

総務経済
　議案１案件は原案どおり可決す
べきもの、請願１件は趣旨採択す
べきものと決定しました。
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算

　財産管理費の庁舎維持管理事
業について、予算額は約３８００万円
だが、内訳を伺う。

　全体の半分以上は自動ドアの
取り替えに係る費用となってい
る。それ以外には取り替え作業の
際に干渉する内装や照明器具など

の改修、電気錠システムの新しい
自動ドアへの対応、仮設の間仕切
りやガードマンの配置などの費用
を見込んでいる。

　戸籍住民基本台帳費のマイナ
ンバー推進事業について、交付受
付用機器賃借料とあるが、交付受
付用機器とはどのようなものか。

　交付受付用機器についてだ
が、マイナンバーカードの受領に
あたり、本人確認を厳格に行うな
ど、正確で慎重な手続きを求めら
れている。このため、交付時には、 
カードを受領する際の記入漏れを

無くすために手書きで受領証の作
成をお願いしている。この受領証
について、市から送付する受け取
り案内に記載のバーコードを読み
取ることで受付し、受領証を自動
作成する、ノーライト化を行うた
めの機器で、これらの機器の賃借
料及びシステムの保守費を計上し
ている。この機器を導入すること
で、来庁者の書類記載の負担軽減
と誤記防止、職員のチェック作業
の省力化によるミス防止、また、
待ち時間の短縮にもつながると考
えている。

都市建設
　議案１案件は原案どおり可決す
べきものと決定しました。
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算

　非常備消防費の消防分団運営
事業について、角型組立水槽購入
費とのことだが、使用用途、購入
目的を伺う。

　用途については、災害時など
の消火用、放水用の水を貯めるも
ので、使用目的は消火栓が断水し
たときの水源確保などに使う。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

安
全
・
安
心
で 

お
い
し
い
適
温
給
食
を

問
　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、（
仮

称
）
平
塚
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
・
運
営
事
業
実
施
方

針
及
び
要
求
水
準
書
（
案
）

へ
、
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
分
担

を
反
映
し
た
の
か
伺
う
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て

明
記
し
た
事
項
は
な
い
が
、
事

業
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
実

施
方
針
の
リ
ス
ク
分
担
に
掲
げ

る
不
可
抗
力
に
該
当
す
る
か
を

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
不
可
抗
力
の
考
え
方
は
、

今
後
公
表
す
る
事
業
契
約
書

（
案
）
で
示
す
予
定
で
あ
る
。

問
　
災
害
か
ら
通
常
給
食
へ
の

復
旧
に
関
す
る
要
求
水
準
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
災
害
が
発
生
し
て
も
、

施
設
や
設
備
機
器
へ
の
影
響
を

極
力
回
避
で
き
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学

校
再
開
後
に
速
や
か
な
給
食
の

提
供
が
可
能
と
な
る
。

問
　
災
害
か
ら
通
常
給
食
に
戻

る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
当
然
必
要
と
考
え

て
い
る
。
事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
事
業
開
始
ま
で
に
整
備
し

た
い
。

問
　
15
年
と
い
う
長
期
の
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
、

定
期
的
に
公
表
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
定
期
的
に
公

表
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

医
療
費
適
正
化
へ

問
　
行
動
経
済
学
の
ナ
ッ
ジ
理

論
を
活
用
し
た
、
特
定
健
診
受

診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子
は、インターネットで生中継と
録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知
りたい方は市議会ホームページ
からアクセスしてください。
　録画中継は発言日のおおむね
１週間後から、会議録をホーム
ページに掲載す
るまでの間、ご覧
いただけます。


